
永国寺図書館の蔵書の除却の経緯・概要 

 

1. 除却の経緯 

 24年1月 総合情報センター運営委員会にて除却の議論を開始 

 25年9月 総合情報センター運営委員会にて除却方法の検討を開始 

 26年7月 ～ 29年 3月 

重複図書は 3回、重複していない図書は 10回、 

製本雑誌は 1回の計 14回に分けて除籍 

（除籍後の図書は 26年 12月以降 12回に分けて焼却） 

 28年2月 及び 29年 2月 

    大学幹事会で学長等に除籍・焼却処分について報告 

 29年4月 新しい永国寺図書館がオープン 

 

2. 除却の概要 

除籍の内訳 除籍冊数 除籍の基準等 除籍後の処理 

図書 25,432 ・郷土資料は原則対象外 

・重複していない図書は、 

①シリーズが揃っていない図書 

②版違いがある図書 

③同一分野で同じ内容の資料 

④現在の県立大で研究されていない

分野の図書 

⑤古いパソコン関係の入門・解説書 

⑥破損し修復が難しそうなもの 

⑦他大学が発行している記念誌、大学

史、業務報告書 

などからリストを作成 

教員が必要なものを

引き取った残りを 

焼却処分 

 

※ 教 員 研 究 室 、  

学生研究室等で

2,389 冊再利用し

ていることを確認 

（9月 21日現在） 

 重複図書 18,773 

重複して 

い な い 

図書 

6,659 

紀要類 約 10,000 ・電子ジャーナル、リポジトリなどで公

開されているものや継続して届いてい

ない過去のもの 

古紙回収業者が引き

取り 

雑誌 約 2,700 ・電子ジャーナル、リポジトリなどで公

開されているものや情報が古いもの、所

蔵期間が短いもの 

教員が必要なものを

引き取った残りを 

焼却処分 

 

資料３－１ 


